
129

編
集
後
記

　

二
〇
一
〇
年
七
月
に
最
初
の
研
究
会
を
開
き
、

二
〇
一
五
年
九
月
に
二
十
回
目
を
迎
え
た
。
そ
の
節

目
の
会
で
は
本
誌
第
三
号
の
合
評
会
を
企
画
し
、
会

員
外
の
ゲ
ス
ト
・
コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー
と
し
て
「
メ
デ
ィ

ア
・
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
／
美
術
・
音
楽
・
パ
ノ
ラ
マ
愛

好
家
」
の
森
下
明
彦
氏
に
ご
参
加
い
た
だ
い
た
。
映

像
メ
デ
ィ
ア
に
通
暁
す
る
専
門
家
の
視
点
か
ら
数
々

の
貴
重
な
指
摘
を
頂
戴
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
改
め

て
感
謝
申
し
上
げ
た
い
。

　

第
二
十
一
回
研
究
会
か
ら
、
公
式
ブ
ロ
グ
上
で
発

表
や
質
疑
応
答
の
様
子
を
報
告
す
る
こ
と
と
し
た
。

参
加
で
き
な
か
っ
た
方
は
、
ブ
ロ
グ
で
当
日
の
雰
囲

気
を
感
じ
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
う
。

　

ま
た
、
二
〇
一
五
年
度
か
ら
従
来
の
「
会
費
会
員
」

に
加
え
、
「
購
読
会
員
」
と
い
う
枠
を
設
け
た
。
会

費
は
同
額
だ
が
、
前
者
は
参
加
・
発
表
・
投
稿
を
積

極
的
に
行
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
を
、
後
者
は
遠
方
に

お
住
ま
い
の
方
で
も
気
軽
に
入
会
し
て
い
た
だ
い
て

会
を
支
援
し
て
い
た
だ
く
こ
と
を
主
と
し
て
想
定
し

て
い
る
。
入
会
希
望
の
方
は
、
会
員
に
声
を
か
け
る

か
、
奥
付
の
ア
ド
レ
ス
ま
で
ご
連
絡
を
い
た
だ
き
た

い
。
も
ち
ろ
ん
購
読
会
員
の
発
表
・
投
稿
も
大
歓
迎

で
あ
る
。

　

発
足
か
ら
六
年
が
経
ち
、
会
員
は
北
海
道
か
ら
鹿

児
島
ま
で
、
四
十
名
を
超
え
た
。
「
党
勢
拡
大
」
が

目
的
で
は
な
い
が
、
こ
れ
か
ら
も
関
心
を
共
有
す
る

方
た
ち
と
研
究
分
野
を
超
え
て
交
流
で
き
る
拠
点
と

し
て
活
動
を
続
け
て
い
き
た
い
。
研
究
会
で
は
毎
回

の
担
当
幹
事
制
を
継
続
し
て
い
る
が
、
こ
の
と
こ
ろ

発
表
者
の
確
保
に
苦
労
し
て
い
る
。
ぜ
ひ
、
萌
芽
的

な
段
階
の
議
論
や
発
想
を
暖
め
る
場
所
と
し
て
活
用

し
て
い
た
だ
き
た
い
。

　

ま
た
、
と
り
わ
け
新
し
く
参
加
し
て
く
だ
さ
っ
た

方
々
や
大
学
院
生
の
皆
さ
ん
に
お
願
い
し
た
い
の

は
、
誰
か
が
始
め
た
誰
か
の
た
め
の
研
究
会
で
は
な

く
、
自
分
た
ち
の
研
究
会
と
し
て
捉
え
て
い
た
だ
き

た
い
と
い
う
こ
と
だ
。
幹
事
は
、
硬
直
し
た
制
度
は

壊
し
な
が
ら
新
し
い
発
想
で
研
究
会
を
企
画
し
て
い

い
。
そ
の
延
長
に
お
い
て
本
誌
を
乗
っ
取
る
よ
う
な

斬
新
な
特
集
が
生
ま
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。

（
Ｍ
）

▼
研
究
会
活
動
記
録

第
20
回
占
領
開
拓
期
文
化
研
究
会

日
程　

二
〇
一
五
年
九
月
一
九
日
（
土
）　

会
場　

立
命
館
大
学
衣
笠
キ
ャ
ン
パ
ス　

究
論
館
一

階
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
ル
ー
ム

【
合
評
会
】

・『
フ
ェ
ン
ス
レ
ス
』
第
三
号
合
評
会
（
コ
メ
ン
テ
ー

タ
ー
／
森
下
明
彦
、
岩
本
知
恵
）

【
研
究
発
表
】

・
鳥
木
圭
太
「
同
化
と
異
化
の
狭
間
で
―
―
佐
多
稲

子
「
髪
の
嘆
き
」
に
み
る
植
民
地
的
主
体
の
形
成
」

・
和
田
崇
「
浅
井
花
子
の
〈
愛
情
の
問
題
〉」

・
伊
藤
純
「
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
学
運
動
を
め
ぐ
る
人

物
像
─
─
一
九
三
〇
年
代
の
写
真
画
像
か
ら
」

第
21
回
占
領
開
拓
期
文
化
研
究
会

日
程　

二
〇
一
五
年
一
二
月
二
七
日
（
日
）

会
場　

立
命
館
大
学
衣
笠
キ
ャ
ン
パ
ス　

清
心
館

五
四
一
号

【
研
究
発
表
】

・
小
玉
健
志
郎
「
田
沢
稲
舟
「
小
町
湯
」
考
」

・
矢
口
貢
大
「
愚
痴
を
こ
ぼ
す
坑
夫
た
ち
―
―
宮
嶋

資
夫
「
坑
夫
」
論
」

・
伊
藤
純
「
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
化
運
動
と
一
九
三
二

年
テ
ー
ゼ

─
『
昭
和
前
期
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
化
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運
動
資
料
集
成
』
か
ら

─ 

序
説
」

・
内
藤
由
直
「
安
部
公
房
「
闖
入
者
」
と
〈
新
〉
植

民
地
主
義
」

・
安
藤
陽
平
「
安
岡
章
太
郎
「
月
は
東
に
」
試
論
」

第
22
回
占
領
開
拓
期
文
化
研
究
会

日
程　

二
〇
一
六
年
三
月
一
三
日
（
日
）

会
場　

立
命
館
大
学
衣
笠
キ
ャ
ン
パ
ス　

清
心
館

五
〇
一
号

【
研
究
発
表
】

・
奥
村
華
子
「
労
働
と
エ
ネ
ル
ギ
ー　

鉱
山
／
汽
車

／
海
上
―
坑
内
か
ら
〈
外
の
世
界
〉
へ
―
」

・
藤
原
崇
雅
「
武
田
泰
淳
「
う
つ
し
絵
」
に
お
け
る

兪
平
伯
」　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

【
合
評
会
】

・
合
評
会
１　

池
田
啓
悟
著
『
宮
本
百
合
子
に
お
け

る
女
性
労
働
と
政
治
』
を
読
む
（
聞
き
手
／
鳥
木

圭
太
・
萬
田
慶
太
）

・
合
評
会
２　

美
智
章
著
『
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
の
想

像
力
』
の
著
者
に
聞
く
（
聞
き
手
／
水
川
敬
章
・

雨
宮
幸
明
）

▼
会
員
の
研
究
（2015/4

〜2016/3

）

　

二
〇
一
五
年
度
に
お
け
る
会
員
の
主
な
研
究
業
績

で
す
（
表
紙
裏
の
本
誌
第
三
号
目
次
も
ご
参
照
く

だ
さ
い
）。

【
単
行
本
（
単
著
）】

・
池
田
啓
悟 

『
宮
本
百
合
子
に
お
け
る
女
性
労
働
と

政
治　

一
九
三
〇
年
代
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
学
運
動

の
一
断
面 

』（
風
間
書
房
、
二
〇
一
五
年
四
月
）

・

美
智
章
『
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
の
想
像
力　

文
字
テ

ク
ス
ト
／
映
像
テ
ク
ス
ト
の
想
像
力
の
往
還
』（
風

間
書
房
、
二
〇
一
五
年
一
〇
月
）

【
単
行
本
（
共
編
著
そ
の
他
）】

・『
大
杉
栄
全
集
』
第
一
〇
巻
（
ぱ
る
出
版
、

二
〇
一
五
年
七
月
）［
解
説
／
村
田
裕
和
］

・『
作
家
／
作
者
と
は
何
か　

テ
ク
ス
ト
・
教
室
・
サ

ブ
カ
ル
チ
ャ
ー
』（
日
本
近
代
文
学
会
関
西
支
部
編
、

和
泉
書
院
、
二
〇
一
五
年
一
一
月
）［
論
文
／
内
藤

由
直
・

美
智
章
、
編
集
／
和
田
崇
］

・『
浮
雲
』
第
七
号
（
林
芙
美
子
の
会
、
二
〇
一
六
年

一
月
）［
編
集
／
野
田
敦
子
］

・『
映
画
と
文
学　

交
響
す
る
想
像
力
』（
中
村
三
春
編
、

森
話
社
、
二
〇
一
六
年
三
月
）［
論
文
／
友
田
義
行
、

コ
ラ
ム
／
雨
宮
幸
明
］

【
論
文
】

・
内
藤
由
直
「
野
間
宏
『
真
空
地
帯
』
と
国
民
国
家

論

─
国
民
化
さ
れ
る
肉
体
の
裂
け
目
」（『
立
命

館
言
語
文
化
研
究
』
二
〇
一
五
年
一
〇
月
）

・
鄧
麗
霞
「「
在
満
」
日
系
作
家
牛
島
春
子
的
女
性
文

学

─
以
「
女
人
」
為
中
心
」（『
中
日
文
化
文
学

比
較
研
究
』
二
〇
一
五
年
一
一
月
）

・
澤
辺
真
人
「
疑
似
ユ
ー
ト
ピ
ア
を
穿
つ
「
桃
源
郷
」

―
戦
時
下
の
太
宰
治
文
学
に
お
け
る
理
想
郷
表

象
を
追
っ
て
」（『
旭
川
国
文
』
二
〇
一
五
年
一
一
月
）

・
福
岡
弘
彬
「
岩
野
泡
嗚
、「
デ
カ
ダ
ン
」
の
尖
鋭
性

―
『
新
自
然
主
義
』・
表
象
・
シ
ェ
ス
ト
フ
的
不

安
」（『
日
本
文
学
』
二
〇
一
五
年
一
二
月
）

・
佐
々
木
幸
喜
「
戯
曲
「
最
後
の
武
器
」
に
み
る
安

部
公
房
の
翻
案
態
度
―
―
加
藤
衛
「
世
界
に
警
告

す
る
」
と
の
比
較
か
ら
」（『
歴
史
文
化
社
会
論
講

座
紀
要
』
二
〇
一
六
年
二
月
）

・
佐
々
木
幸
喜
「
安
部
公
房
「
保
護
色
」
の
素
材
と

方
法

―
シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
と
マ
ル
ク
ス
主
義

理
論
の
実
践
と
し
て
」（『
京
都
大
学
国
際
交
流
セ

ン
タ
ー
論
攷
』
二
〇
一
六
年
二
月
）

・
佐
々
木
幸
喜
『
安
部
公
房
に
お
け
る
科
学
と
文
学
』

（
博
士
論
文
、
二
〇
一
六
年
三
月
）
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・
安
藤
陽
平
「
劣
等
兵
か
ら
見
出
さ
れ
る
「
希
望
」

―
安
岡
章
太
郎
『
遁
走
』」（『
昭
和
文
学
研
究
』

二
〇
一
六
年
三
月
）

・
坂
堅
太
「
東
宝
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
映
画
の
出
発
─
─

家
族
主
義
的
会
社
観
に
つ
い
て
」（『
人
文
論
叢
』

二
〇
一
六
年
三
月
）

・
野
田
敦
子
「
南
方
に
お
け
る
詩
的
実
験

―
林
芙

美
子
の
詩
篇
「
南
の
雨
」
を
視
座
と
し
て
」（『
Ｒ

Ｉ
Ｍ
』
二
〇
一
六
年
三
月
）

・

美
智
章
「
泉
鏡
花
「
龍
潭
譚
」
試
論

―
「
幻
想
」

へ
と
い
ざ
な
う
、
そ
の
読
者
戦
略
」（『
近
代
文
献

調
査
研
究
論
集
』
二
〇
一
六
年
三
月
）

・
武
田
悠
希
「「
日
露
戦
争 

写
真
画
報
」
に
お
け
る

押
川
春
浪
―
―
家
庭
を
対
象
と
し
た
雑
誌
編
輯
の

実
践
」（
同
前
）

・
和
田
崇
「
南
木
佳
士
「
急
須
」
論

―
お
茶
屋
の

主
人
の
役
割
に
関
す
る
考
察
」（『
三
重
大
学
教
育

学
部
研
究
紀
要
（
人
文
科
学
）』
二
〇
一
六
年
三
月
）

・
伊
藤
純
「
鳴
門
塩
田
争
議
（
昭
和
二
年
）
の
再

検
証

―
労
働
者
側
同
時
代
資
料
を
参
照
し

て
」（
徳
島
県
立
文
学
書
道
館
研
究
紀
要
『
水
脈
』

二
〇
一
六
年
三
月
）

　

第
四
号
編
集
委
員
／
白
井
か
お
り
・
鳥
木
圭
太
・

友
田
義
行
（
編
集
長
）・
内
藤
由
直
・
村
田
裕
和

　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

＊

　

資
料
掲
載
に
あ
た
り
、
左
記
の
方
々
・
機
関
に
お

世
話
に
な
っ
た
。
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

武
田
花
氏

日
本
近
代
文
学
館

市
立
小
樽
文
学
館
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役
員

第
八
条
（
役
員
）　

　

第
四
条
の
各
事
業
を
遂
行
す
る
た
め
に
次
の
役
員

を
お
く
。

　

代
表
幹
事　
　

一
名　
　

　

常
任
幹
事　
　

若
干
名　
　

　

編
集
委
員　
　

若
干
名　
　

　

研
究
会
幹
事　

一
名　
　

　

監
査　
　
　
　

二
名

第
九
条
（
役
員
の
任
期
）　

　

役
員
の
任
期
は
二
年
と
す
る
。
但
し
研
究
会
幹
事

は
研
究
発
表
会
ご
と
に
改
選
す
る
。
重
任
お
よ
び
兼

任
を
妨
げ
な
い
。
た
だ
し
監
査
の
兼
任
は
認
め
な
い
。

第
一
〇
条
（
役
員
の
選
出
）　

　

役
員
は
総
会
に
お
い
て
選
出
す
る
。

総
会

第
一
一
条
（
総
会
）　

　

総
会
は
年
一
回
開
催
し
、
当
該
年
度
の
事
業
お
よ

び
翌
年
度
の
事
業
そ
の
他
の
事
項
に
つ
い
て
審
議
決

定
す
る
。
但
し
必
要
に
応
じ
て
代
表
幹
事
は
臨
時
総

会
を
招
集
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

会
計

第
一
二
条
（
経
費
）　

　

本
会
の
経
費
は
会
費
・
投
稿
料
・
寄
付
金
・
そ
の

他
の
収
入
に
よ
る
。

第
一
三
条
（
会
計
報
告
）　

　

会
計
報
告
は
総
会
に
お
い
て
行
う
。

第
一
四
条
（
会
計
年
度
）　

　

本
会
の
会
計
年
度
は
毎
年
四
月
一
日
に
始
ま
り
、

翌
年
三
月
末
日
に
終
わ
る
。

会
則
の
変
更

第
一
五
条
（
会
則
の
変
更
）　

　

会
則
の
変
更
は
総
会
に
お
い
て
行
う
。

設
立
年
月
日

第
一
六
条
（
設
立
年
月
日
）　

　

本
会
の
設
立
年
月
日
を
平
成
二
二
年
六
月
一
日
と

す
る
。

付
則
（
略
）

［
こ
の
会
則
は
二
〇
一
三
年
九
月
一
日
よ
り
施
行
す

る
。
］

占
領
開
拓
期
文
化
研
究
会
会
則

総
則

第
一
条
（
会
の
名
称
）

　

本
会
は
占
領
開
拓
期
文
化
研
究
会
と
称
す
る
。

第
二
条
（
会
の
本
部
）

　

本
会
は
別
表
に
記
載
の
代
表
幹
事
の
所
属
研
究
室

内
に
所
在
地
を
置
く
。

第
三
条
（
会
の
目
的
）　

　

本
会
は
昭
和
期
日
本
と
そ
の
周
辺
地
域
の
占
領
と

開
拓
に
関
わ
る
芸
術
・
文
化
の
研
究
を
目
的
と
す
る
。

第
四
条
（
会
の
事
業
）　

　

本
会
は
第
三
条
の
目
的
を
達
す
る
た
め
に
次
の
事

業
を
行
う
。

　

一
、
研
究
発
表
会
の
開
催
。

　

二
、
機
関
誌
の
刊
行
。

　

三
、
そ
の
他
必
要
と
認
め
ら
れ
る
事
業
。

会
員

第
五
条
（
会
員
の
資
格
）　

　

本
会
は
第
三
条
の
目
的
に
賛
同
す
る
個
人
お
よ
び

団
体
の
会
員
を
も
っ
て
構
成
す
る
。

第
六
条
（
会
費
の
納
入
）　

　

会
員
は
付
則
に
定
め
る
会
費
を
負
担
す
る
も
の
と

す
る
。

第
七
条
（
会
員
の
活
動
）　

　

会
員
は
本
会
の
事
業
に
参
加
し
、
機
関
誌
の
配
布

を
受
け
る
。

『フェンスレス』オンライン版 第4号（2016/09/20発行） 
 占領開拓期文化研究会 senryokaitakuki.com



133

フェンスレス　第 4号

2016 年 9 月 20 日発行

編集兼　
占領開拓期文化研究会代表 村田裕和

発行人　　

発行所　北海道教育大学旭川校 村田裕和研究室内

　　　　占領開拓期文化研究会

　　　　　（〒 070 − 8621　北海道旭川市北門町 9丁目）

　　　　 ホームページ　http://senryokaitakuki.com/
　　　　 ブログ　　http://senryokaitakukibunka.blog.fc2.com/
　　　　 メール　　 senryokaitakukibunka@gmail.com
印刷所　洛西プリント社

『フェンスレス』オンライン版 第4号（2016/09/20発行） 
 占領開拓期文化研究会 senryokaitakuki.com




